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本
格
的
な
出
荷
を
前
に

出
雲
地
区
本
部
を
訪
問

出
雲
し
い
た
け
部
会

　
9
月
29
日
、
J
A
し
ま
ね
出
雲

し
い
た
け
部
会
（
部
会
員
数
：
61

名
、
栽
培
菌
床
数
合
計
55
万
菌
床
）

の
三
島
茂
部
会
長
ら
が
Ｊ
Ａ
し
ま

ね
出
雲
地
区
本
部
を
訪
れ
、
同
地

区
本
部
の
珍
部
本
部
長
、
坂
本
副
本
部

長
へ
菌
床
生
し
い
た
け
を
贈
呈
し
、
三

島
茂
部
会
長
は
「
リ
ー
ス
ハ
ウ
ス
の
お

か
げ
も
あ
り
、
新
規
就
農
者
、
生
産
量

も
増
え
て
き
た
。
香
港
へ
の
輸
出
も
好

調
で
、
市
場
か
ら
の
評
価
も
高
く
有
利

販
売
が
で
き
て
い
る
。
今
年
度
は

4
7
0
ト
ン
の
出
荷
、
販
売
高
4
億
５

千
万
円
を
目
指
し
て
い
る
」
と
意
気
込

み
を
語
り
ま
し
た
。

　
Ｊ
Ａ
し
ま
ね
出
雲
地
区
本
部
は
９
月

10
日
、下
古
志
町
の
高
見
正
市
さ
ん
の
梨

園
で
「
神
門
梨
」
の
収
穫
体
験
を
行
い

ま
し
た
。
ラ
ピ
タ
で
２
，0
0
0
円
以
上

の
買
い
物
を
し
た
人
を
対
象
に
参
加
者

を
募
り
、約
４
０
０
件
の
中
か
ら
抽
選
で

10
組
21
人
を
無
料
で
招
待
し
ま
し
た
。

　
同
地
区
本
部
が
管
内
の
特
産
品
Ｐ
Ｒ

の
た
め
月
１
回
設
け
て
い
る
「
い
ず
も

食
材
の
日
」
で
、９
月
は
「
神
門
梨
」
を

取
り
上
げ
ま
し
た
。「
神
門
梨
」
は
神
門

地
区
で
栽
培
さ
れ
る
梨
の
総
称
で
、
幸

水
、豊
水
な
ど
の
赤
梨
が
中
心
で
す
。

オ
ー
ナ
ー
制
に
よ
る
契
約
販
売
が
主
力

で
、収
穫
体
験
が
で
き
る
と
と
も
に
、
採

り
た
て
の
梨
が
食
べ
ら
れ
る
と
人
気
で

す
。
参
加
者
は
、ど
の
梨
を
獲
ろ
う
か
迷

い
な
が
ら
、収
穫
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　
9
月
15
日
、
多
伎
い
ち
じ
く
生
産
部

会
は
出
雲
市
役
所
を
訪
れ
飯
塚
俊
之
市

長
に
出
荷
の
最
盛
期
を
迎
え
た
特
産
の

い
ち
じ
く
の
生
果
と
ジ
ャ
ム
な
ど
の
加

工
品
の
セ
ッ
ト
を
贈
呈
し
ま
し
た
。
同

部
会
の
立
脇
渉
部
会
長
に
よ
る
と
贈
呈

は
初
め
て
。
贈
呈
式
で
は
今
年
産
の
出

荷
状
況
や
新
た
な
取
り
組
み
と
し
て

L
I
N
E
等
を
使
っ
た
出
荷
調
整
に
取

り
組
み
、
安
定
し
た
販
売
価
格
を
維
持

し
て
い
る
こ
と
や
、
生
果
が
ふ
る
さ
と

納
税
の
返
礼
品
に
今
年
か
ら
採
用
さ
れ

た
こ
と
な
ど
を
報
告
し
ま
し
た
。

　
い
ち
じ
く
を
試
食
し
た
飯
塚
市
長
は

「
玉
太
り
も
良
く
甘
く
て
お
い
し
か
っ
た
。

販
路
拡
大
の
後
押
し
を
考
え
て
い
き
た

い
」
と
話
し
ま
し
た
。

　
9
月
21
日
、
J
A
し
ま
ね
出
雲
地
区
本

部
と
同
斐
川
地
区
本
部
は
出
雲
市
役
所
を

訪
れ
、
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
と
ポ
ー
ル
コ
ー
ン

を
出
雲
市
へ
贈
呈
し
ま
し
た
。
カ
ー
ブ
ミ

ラ
ー
と
ポ
ー
ル
コ
ー
ン
の
贈
呈
は
J
A
共

済
連
島
根
県
本
部
、（
一
財
）
島
根
県
農

協
共
済
福
祉
事
業
団
が
地
域
貢
献
活
動
の

一
環
と
し
て
秋
の
交
通
安
全
運
動
週
間
に

合
わ
せ
て
毎
年
行
っ
て
い
ま
す
。

　
出
雲
地
区
本
部
と
し
て
、
坂
本
満
副
本

部
長
が
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
65
基
、
ポ
ー
ル

コ
ー
ン
２
セ
ッ
ト
、
目
録
を
飯
塚
俊
之
出

雲
市
長
に
贈
呈
し
ま
し
た
。

　
飯
塚
出
雲
市
長
は
「
贈
呈
し
て
い
た
だ

い
た
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
等
は
各
地
区
か
ら
の

要
望
箇
所
に
設
置
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お

り
、
交
通
事
故
の
予
防
に
活
用
さ
せ
て
い

た
だ
い
て
い
る
。
事
故
が
な
い
出
雲
市
を

目
指
す
た
め
に
も
引
き
続
き
ご
協
力
を
お

願
い
し
た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

消
費
者
を
招
き

「
神
門
梨
」の
収
穫
体
験

Ｊ
Ａ
し
ま
ね
出
雲
地
区
本
部

出
雲
市
長
へ
い
ち
じ
く
贈
呈

多
伎
い
ち
じ
く
生
産
部
会

カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
・
ポ
ー
ル
コ
ー
ン
を

出
雲
市
に
贈
呈

　
9
月
22
日
、
出
雲
エ
ゴ
マ
生
産
組
合

が
刈
取
前
講
習
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

同
生
産
組
合
は
、
エ
ゴ
マ
振
興
と
産
地

形
成
、
中
山
間
地
域
に
お
け
る
耕
作
放

棄
地
防
止
、
獣
害
対
策
に
取
り
組
む
こ

と
を
目
的
に
今
年
設
立
さ
れ
ま
し
た
。

出
雲
市
産
エ
ゴ
マ
は
令
和
元
年
よ
り

J
A
し
ま
ね
出
雲
地
区
本
部
南
部
ブ

ロ
ッ
ク
で
試
験
栽
培
が
始
ま
り
ま
し
た
。

獣
害
に
強
く
水
が
な
く
て
も
栽
培
可
能

で
あ
る
た
め
、
同
地
区
本
部
南
部
営
農

セ
ン
タ
ー
が
作
付
面
積
の
拡
大
を
推
進

し
て
い
ま
す
。
堆
肥
や
鶏
糞
を
主
体
と

す
る
な
ど
化
成
肥
料
や
農
薬
を
使
わ
な

い
栽
培
を
行
っ
て
お
り
、
出
雲
地
区
本

部
管
内
で
は
36
名
の
生
産
者
が
3.5
ｈ
ａ

で
栽
培
し
て
い
ま
す
。

　
集
荷
し
た
エ
ゴ
マ
は
、
出
雲
市
内
の

加
工
・
販
売
会
社
へ
エ
ゴ
マ
油
の
原
料

や
、「
え
ご
ま

玉
子
」
用
の

飼
料
向
け
に

販
売
を
計
画

し
て
お
り
、

令
和
4
年
度

産
は
2.4
ｔ
の

出
荷
を
計
画

し
て
い
ま
す
。

エ
ゴ
マ
刈
取
前
講
習
会

開
催

左から飯塚俊之市長、立脇渉部会長、
柳楽仁司副部会長

刈取の目安となる葉の色を確認

左から坂本満出雲地区本部副本部長、
飯塚俊之市長、

山根善治斐川地区本部本部長

　
9
月
12
日
、西
部
ブ
ロ
ッ
ク
総
代
会
が

J
A
し
ま
ね
出
雲
地
区
本
部
営
農
部
よ

り
講
師
を
招
き
、「
畜
産
の
現
状
」
と

「
飼
料
・
肥
料
高
騰
緊
急
対
策
支
援
」
に

つ
い
て
の
研
修
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

同
地
区
本
部
畜
産
課
の
原
課
長
が
出
雲

地
区
本
部
管
内
の
畜
産
の
現
状
や
飼
料

高
騰
、新
規
就
農
者
、後
継
者
不
足
、獣

医
師
不
足
な
ど
の
直
面
す
る
課
題
に
つ

い
て
話
し
ま
し
た
。
同
部
営
農
企
画
課

の
山
根
課
長
か
ら
は
国
が
実
施
す
る

「
肥
料
高
騰
対
策
事
業
（
予
算
総
額
：
約

７
８
７
億
円
）」
や
「
水
田
活
用
直
接
支

払
交
付
金
」
に
つ
い
て
説
明
の
後
、西
部

ブ
ロ
ッ
ク
澄
田
晃
治
総
代
長
の
司
会
の

も
と
、自
給
飼
料
の
生
産
拡
大
の
必
要
性

や
、輸
入
飼
料
の
農
薬
問
題
な
ど
活
発
な

意
見
交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

西
部
ブ
ロ
ッ
ク
総
代
研
修
会

開
催

「
ひ
ら
た
の
柿
」高
品
質
を
確
認

Ｊ
Ａ
し
ま
ね
出
雲
平
田
柿
部
会

生
産
者
が「
や
ま
ざ
と
米
」販
促

新
米
を
ど
こ
よ
り
も
早
く

　
南
部
山
里
米
生
産
組
合
は
９
月
10
日
、

ラ
ピ
タ
本
店
で
、エ
コ
栽
培
コ
シ
ヒ
カ
リ

「
や
ま
ざ
と
米
」
の
販
売
促
進
を
行
い
ま

し
た
。
生
産
者
で
あ
る
　
橋
波
ア
グ
リ

サ
ン
シ
ャ
イ
ン
と
㈲
グ
リ
ー
ン
ワ
ー
ク

の
職
員
が
売
り
場
に
立
ち
、チ
ラ
シ
を

使
っ
て
今
年
産
の
新
米
を
Ｐ
Ｒ
し
た
他
、

す
く
い
取
り
販
売
を
行
い
ま
し
た
。

　「
や
ま
ざ
と
米
」
は
主
に
有
機
肥
料
を

使
用
し
、
農
薬
の
使
用
量
を
半
分
以
下

に
し
た
環
境
に
や
さ
し
い
お
米
で
、
県

の
「
エ
コ
ロ
ジ
ー
農
産
物
」
と
し
て
推

奨
さ
れ
て
い
ま
す
。

　「
ど
こ
よ
り
も
早
く
新
米
を
お
届
け
し

た
い
」
と
、
こ
の
時
期
に
販
売
促
進
を

行
っ
て
い
ま
す
。「
や
ま
ざ
と
米
」
は
ラ

ピ
タ
本
店
・
み
な
み
店
・
は
ま
や
ま
店

で
販
売
し
て
い
ま
す
。

袋がけされた梨を収穫する参加者

熱心な意見交換が行われた

糖度や高度を測定する査定員

左から石橋貞則副部会長、
三島茂部会長、珍部誠本部長、

坂本満副本部長、土江晃徳副部会長

新米すくいに挑戦する来店者

　
Ｊ
Ａ
し
ま
ね
出
雲
平
田
柿
部
会
は
９

月
29
日
、Ｊ
Ａ
平
田
柿
選
果
場
で
「
ひ
ら

た
の
柿
」
査
定
会
を
開
き
ま
し
た
。
出

荷
開
始
を
前
に
、
無
作
為
で
抽
出
し
た

渋
柿
「
西
条
」
と
甘
柿
「
伊
豆
」
の
糖

度
、
硬
度
、
果
重
な
ど
を
測
定
し
、
品

質
を
確
認
し
ま
し
た
。
同
部
会
で
は
生

果
、
干
し
柿
を
含
め
、
令
和
４
年
産
の

販
売
金
額
２
億
8
千
万
円
を
計
画
し
て

い
ま
す
。

　
同
部
会
の
川
瀬
利
治
部
会
長
は
「
春

先
の
霜
や
、
台
風
の
影
響
を
心
配
し
ま

し
た
が
、
糖
度
も
例
年
よ
り
高
く
、

し
っ
か
り
と
し
た
柿
が
で
き
て
い
ま
す

の
で
皆
様
に
召
し
上
が
っ
て
い
た
だ
き

た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

（農）

ほ
っ
と
で
楽
し
い
ニ
ュ
ー
ス
が
満
載
！

いずもほっとニュースいずもほっとニュース
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て
お

り
、
交
通
事
故
の
予
防
に
活
用
さ
せ
て
い

た
だ
い
て
い
る
。
事
故
が
な
い
出
雲
市
を

目
指
す
た
め
に
も
引
き
続
き
ご
協
力
を
お

願
い
し
た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

消
費
者
を
招
き

「
神
門
梨
」の
収
穫
体
験

Ｊ
Ａ
し
ま
ね
出
雲
地
区
本
部

出
雲
市
長
へ
い
ち
じ
く
贈
呈

多
伎
い
ち
じ
く
生
産
部
会

カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
・
ポ
ー
ル
コ
ー
ン
を

出
雲
市
に
贈
呈

　
9
月
22
日
、
出
雲
エ
ゴ
マ
生
産
組
合

が
刈
取
前
講
習
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

同
生
産
組
合
は
、
エ
ゴ
マ
振
興
と
産
地

形
成
、
中
山
間
地
域
に
お
け
る
耕
作
放

棄
地
防
止
、
獣
害
対
策
に
取
り
組
む
こ

と
を
目
的
に
今
年
設
立
さ
れ
ま
し
た
。

出
雲
市
産
エ
ゴ
マ
は
令
和
元
年
よ
り

J
A
し
ま
ね
出
雲
地
区
本
部
南
部
ブ

ロ
ッ
ク
で
試
験
栽
培
が
始
ま
り
ま
し
た
。

獣
害
に
強
く
水
が
な
く
て
も
栽
培
可
能

で
あ
る
た
め
、
同
地
区
本
部
南
部
営
農

セ
ン
タ
ー
が
作
付
面
積
の
拡
大
を
推
進

し
て
い
ま
す
。
堆
肥
や
鶏
糞
を
主
体
と

す
る
な
ど
化
成
肥
料
や
農
薬
を
使
わ
な

い
栽
培
を
行
っ
て
お
り
、
出
雲
地
区
本

部
管
内
で
は
36
名
の
生
産
者
が
3.5
ｈ
ａ

で
栽
培
し
て
い
ま
す
。

　
集
荷
し
た
エ
ゴ
マ
は
、
出
雲
市
内
の

加
工
・
販
売
会
社
へ
エ
ゴ
マ
油
の
原
料

や
、「
え
ご
ま

玉
子
」
用
の

飼
料
向
け
に

販
売
を
計
画

し
て
お
り
、

令
和
4
年
度

産
は
2.4
ｔ
の

出
荷
を
計
画

し
て
い
ま
す
。

エ
ゴ
マ
刈
取
前
講
習
会

開
催

左から飯塚俊之市長、立脇渉部会長、
柳楽仁司副部会長

刈取の目安となる葉の色を確認

左から坂本満出雲地区本部副本部長、
飯塚俊之市長、

山根善治斐川地区本部本部長

　
9
月
12
日
、西
部
ブ
ロ
ッ
ク
総
代
会
が

J
A
し
ま
ね
出
雲
地
区
本
部
営
農
部
よ

り
講
師
を
招
き
、「
畜
産
の
現
状
」
と

「
飼
料
・
肥
料
高
騰
緊
急
対
策
支
援
」
に

つ
い
て
の
研
修
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

同
地
区
本
部
畜
産
課
の
原
課
長
が
出
雲

地
区
本
部
管
内
の
畜
産
の
現
状
や
飼
料

高
騰
、新
規
就
農
者
、後
継
者
不
足
、獣

医
師
不
足
な
ど
の
直
面
す
る
課
題
に
つ

い
て
話
し
ま
し
た
。
同
部
営
農
企
画
課

の
山
根
課
長
か
ら
は
国
が
実
施
す
る

「
肥
料
高
騰
対
策
事
業
（
予
算
総
額
：
約

７
８
７
億
円
）」
や
「
水
田
活
用
直
接
支

払
交
付
金
」
に
つ
い
て
説
明
の
後
、西
部

ブ
ロ
ッ
ク
澄
田
晃
治
総
代
長
の
司
会
の

も
と
、自
給
飼
料
の
生
産
拡
大
の
必
要
性

や
、輸
入
飼
料
の
農
薬
問
題
な
ど
活
発
な

意
見
交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

西
部
ブ
ロ
ッ
ク
総
代
研
修
会

開
催

「
ひ
ら
た
の
柿
」高
品
質
を
確
認

Ｊ
Ａ
し
ま
ね
出
雲
平
田
柿
部
会

生
産
者
が「
や
ま
ざ
と
米
」販
促

新
米
を
ど
こ
よ
り
も
早
く

　
南
部
山
里
米
生
産
組
合
は
９
月
10
日
、

ラ
ピ
タ
本
店
で
、エ
コ
栽
培
コ
シ
ヒ
カ
リ

「
や
ま
ざ
と
米
」
の
販
売
促
進
を
行
い
ま

し
た
。
生
産
者
で
あ
る
　
橋
波
ア
グ
リ

サ
ン
シ
ャ
イ
ン
と
㈲
グ
リ
ー
ン
ワ
ー
ク

の
職
員
が
売
り
場
に
立
ち
、チ
ラ
シ
を

使
っ
て
今
年
産
の
新
米
を
Ｐ
Ｒ
し
た
他
、

す
く
い
取
り
販
売
を
行
い
ま
し
た
。

　「
や
ま
ざ
と
米
」
は
主
に
有
機
肥
料
を

使
用
し
、
農
薬
の
使
用
量
を
半
分
以
下

に
し
た
環
境
に
や
さ
し
い
お
米
で
、
県

の
「
エ
コ
ロ
ジ
ー
農
産
物
」
と
し
て
推

奨
さ
れ
て
い
ま
す
。

　「
ど
こ
よ
り
も
早
く
新
米
を
お
届
け
し

た
い
」
と
、
こ
の
時
期
に
販
売
促
進
を

行
っ
て
い
ま
す
。「
や
ま
ざ
と
米
」
は
ラ

ピ
タ
本
店
・
み
な
み
店
・
は
ま
や
ま
店

で
販
売
し
て
い
ま
す
。

袋がけされた梨を収穫する参加者

熱心な意見交換が行われた

糖度や高度を測定する査定員

左から石橋貞則副部会長、
三島茂部会長、珍部誠本部長、

坂本満副本部長、土江晃徳副部会長

新米すくいに挑戦する来店者

　
Ｊ
Ａ
し
ま
ね
出
雲
平
田
柿
部
会
は
９

月
29
日
、Ｊ
Ａ
平
田
柿
選
果
場
で
「
ひ
ら

た
の
柿
」
査
定
会
を
開
き
ま
し
た
。
出

荷
開
始
を
前
に
、
無
作
為
で
抽
出
し
た

渋
柿
「
西
条
」
と
甘
柿
「
伊
豆
」
の
糖

度
、
硬
度
、
果
重
な
ど
を
測
定
し
、
品

質
を
確
認
し
ま
し
た
。
同
部
会
で
は
生

果
、
干
し
柿
を
含
め
、
令
和
４
年
産
の

販
売
金
額
２
億
8
千
万
円
を
計
画
し
て

い
ま
す
。

　
同
部
会
の
川
瀬
利
治
部
会
長
は
「
春

先
の
霜
や
、
台
風
の
影
響
を
心
配
し
ま

し
た
が
、
糖
度
も
例
年
よ
り
高
く
、

し
っ
か
り
と
し
た
柿
が
で
き
て
い
ま
す

の
で
皆
様
に
召
し
上
が
っ
て
い
た
だ
き

た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

（農）

ほ
っ
と
で
楽
し
い
ニ
ュ
ー
ス
が
満
載
！

いずもほっとニュースいずもほっとニュース
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旬レシピ出雲の

今
月
の
食
材
は

「
西
浜
い
も
」
　

　
湖
陵
地
区
で
栽
培
さ
れ
る
「
西
浜
い
も
」
に

は
、〝
ホ
ク
ホ
ク
〞し
た
食
感
の
「
紅
あ
ず
ま
」

と〝
し
っ
と
り
〞し
た
食
感
の
「
べ
に
は
る
か
」

の
２
品
種
が
あ
り
ま
す
。「
べ
に
は
る
か
」
は
熟

成
型
の
イ
モ
で
、
一
か
月
以
上
置
い
て
か
ら
食

べ
る
と
し
っ
と
り
と
し
た
甘
さ
が
楽
し
め
ま

す
。
さ
つ
ま
い
も
の
保
存
は
15
℃
前
後
の
常
温

が
適
し
て
お
り
、
あ
ま
り
低
温
の
場
所
で
保
管

す
る
と
傷
み
や
す
く
な
り
ま
す
の
で
注
意
が
必

要
で
す
。

　
さ
つ
ま
い
も
の
主
成
分
は
炭
水
化
物
で
、
糖

類
を
多
く
含
み
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
生
み
出
し
ま

す
。
ビ
タ
ミ
ン
Ｃ
の
含
有
量
も
多
く
、
免
疫
を

強
化
し
風
邪
の
予
防
に
も
効
果
が
期
待
で
き
ま

す
。
熱
に
弱
い
と
い
わ
れ
る
ビ
タ
ミ
ン
Ｃ
で
す

が
、
さ
つ
ま
い
も
の
ビ
タ
ミ
ン
Ｃ
は
加
熱
し
て

も
壊
れ
に
く
い
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

さ
つ
ま
い
も
は
食
物
繊
維
を
多
く
含
む
と
と
も

に
、
ヤ
ラ
ピ
ン
と
い
う
栄
養
成
分
を
含
み
、
腸

の
働
き
を
整
え
る
の
に
役
立
ち
ま
す
。

い
ず
も
食
材
の
日

11
月
の
食
材
は
「
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
」で
す
！

※
取
り
扱
う
食
材
は
誌
面
の
都
合
で
変
更
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

―

　ひ
ら
た
の
柿

　―

藤
間 

正
史

J
A
し
ま
ね
平
田
柿
部
会た

だ

　し

（43）

さん

と
う

　ま
さつまいもとじゃこのご飯

準備：米は洗って、水を切る。　　　　　　　　　　　　　
　　さつまいもは洗って、一口大にカットし、水にさらしておく。
①炊飯釜に米、Aを入れ、2合の目盛りまで水を入れ、よく混ぜ
合わせる。
②①へ水を切ったさつまいもを加え、炊飯スタート！
③炊き上がったら、よく混ぜ合わせ、茶碗によそって青ネギを
かけて出来上がり♪

　さつまいもの甘みとじゃこの塩気が
マッチした一品です。

　ごろごろと入ったさつまいもが秋の
晩ごはんのおかずにぴったりです。

〈材料〉［4人分］

〈作り方〉

〈作り方〉

●米・・・・・・・・・・・・・・・・・
●さつまいも・・・・・・・・
●青ネギ・・・・・・・・・

2合
200ｇ

お好みで

20ｇ
大さじ2
大さじ1

●じゃこ・・・・・・・・・・・・・
●塩麹・・・・・・・・・・・・
●酒・・・・・・・・・・・・・・

〈材料〉［4人分］
●さつまいも・・・・・・・・
●鶏モモ肉・・・・・・・・・・
●長ネギ・・・・・・・・・・・・
●サラダ油・・・・・・・・・・・

200ｇ
200ｇ
1/2本
適量

●しょうゆ・・・・・・・・・
●酒・・・・・・・・・・・・・・
●みりん・・・・・・・・・・
●砂糖・・・・・・・・・・・・
●水・・・・・・・・・・・・・・

大さじ1
大さじ1
小さじ1
小さじ1
大さじ3

さつまいもと鶏肉の甘辛炒め

①さつまいもは洗って食べやすい大きさ、鶏モモは一口大、長ネ
ギは斜め切りに切る。
②さつまいもを耐熱容器に入れ、ラップをして600Ｗで3～5分
加熱し、火を通す。
③鍋にサラダ油を熱し、鶏肉を中火で炒める。
④肉に火が通ったら、さつまいも、長ネギを加えてさっと炒める。
⑤Aを入れてよく混ぜたら、ふたをして、弱火で蒸し焼きにする。
⑥ネギがしんなりしたら完成♪

A

A

　出
雲
市
多
久
谷
町
で
西
条
柿
を
栽
培
す
る

藤
間
正
史
さ
ん
は
、
令
和
元
年
に
大
阪
か
ら

I
タ
ー
ン
で
就
農
し
ま
し
た
。
以
前
は
潜
水

士
（
土
木
作
業
）
と
し
て
全
国
各
地
で
働
い

て
い
ま
し
た
が
、
家
族
と
の
時
間
を
大
切
に

し
た
い
と
思
い
、
転
職
を
考
え
て
い
た
と
き

に
、
以
前
か
ら
手
伝
い
を
し
て
い
た
実
家
の

柿
栽
培
を
J
A
か
ら
勧
め
ら
れ
、
周
り
に
相

談
が
で
き
る
環
境
が
整
っ
て
い
る
こ
と
が
就

農
の
決
め
手
で
し
た
。

専
業
農
家
と
し
て

　
本
格
的
に
栽
培
を
始
め
る
に
あ
た
り
平

成
29
年
か
ら
地
元
の
柿
農
家
で
研
修
を
開

始
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
出
雲
市
の
ア
グ

リ
ビ
ジ
ネ
ス
ス
ク
ー
ル
を
受
講
し
栽
培
技

術
の
向
上
に
努
め
ま
し
た
。

　
新
た
な
技
術
な
ど
を
試
す
実
証
園
を
設

置
し
、
毎
年
異
な
る
環
境
下
で
も
安
定
し

た
栽
培
が
で
き
る
よ
う
に
デ
ー
タ
の
収
集

を
し
て
い
る
他
、
一
か
ら
栽
培
を
勉
強
す

る
為
に
2
ア
ー
ル
の
畑
に
柿
の
苗
を
今
年

新
植
し
ま
し
た
。
ま
た
、
農
作
業
時
の
安

全
を
第
一
に
事
故
を
起
こ
さ
な
い
事
を
心

が
け
て
い
ま
す
。

安
定
し
た
経
営
を
目
指
し
て

　「
毎
年
計
画
通
り
の
収
穫
が
で
き
た
と
き

が
嬉
し
い
。
西
条
柿
は
生
果
で
も
干
柿
に

し
て
も
美
味
し
い
の
で
皆
さ
ん
に
ぜ
ひ
食

べ
て
ほ
し
い
」
と
話
す
藤
間
さ
ん
。「
現
在
、

農
繁
期
は
手
伝
い
を
し
て
も
ら
い
な
が
ら

夫
婦
二
人
で
栽
培
し
て
い
ま
す
が
、
今
後

は
栽
培
面
積
を
拡
大
し
て
い
き
、
安
定
し

た
経
営
を
目
指
し
つ
つ
も
高
品
質
の
西
条

柿
を
出
荷
し
た
い
」
と
強
く
意
気
込
み
を

語
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

栽
培
規
模

西
条
柿

　2.5
ヘ
ク
タ
ー
ル

農家にSPOTわいわいIZUMO

「ひらたの柿」直売所
オープン！

営業期間
12 月中旬まで

営業時間
10：00 ～16：00

　今年も10月8日に平田集荷所内で直売所がオープ
ンしました！西条柿、伊豆柿、柿アイス、干し柿
（10月下旬～）、富有柿（11月上旬～）、加工品など
多数取り揃えています。おいしい「ひらたの柿」を
ぜひご賞味くださいませ。

ひらたの柿直売所　TEL・FAX：0853-62-2960 まで
お問い合わせは
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③炊き上がったら、よく混ぜ合わせ、茶碗によそって青ネギを
かけて出来上がり♪

　さつまいもの甘みとじゃこの塩気が
マッチした一品です。

　ごろごろと入ったさつまいもが秋の
晩ごはんのおかずにぴったりです。

〈材料〉［4人分］

〈作り方〉

〈作り方〉

●米・・・・・・・・・・・・・・・・・
●さつまいも・・・・・・・・
●青ネギ・・・・・・・・・

2合
200ｇ

お好みで

20ｇ
大さじ2
大さじ1

●じゃこ・・・・・・・・・・・・・
●塩麹・・・・・・・・・・・・
●酒・・・・・・・・・・・・・・

〈材料〉［4人分］
●さつまいも・・・・・・・・
●鶏モモ肉・・・・・・・・・・
●長ネギ・・・・・・・・・・・・
●サラダ油・・・・・・・・・・・

200ｇ
200ｇ
1/2本
適量

●しょうゆ・・・・・・・・・
●酒・・・・・・・・・・・・・・
●みりん・・・・・・・・・・
●砂糖・・・・・・・・・・・・
●水・・・・・・・・・・・・・・

大さじ1
大さじ1
小さじ1
小さじ1
大さじ3

さつまいもと鶏肉の甘辛炒め

①さつまいもは洗って食べやすい大きさ、鶏モモは一口大、長ネ
ギは斜め切りに切る。
②さつまいもを耐熱容器に入れ、ラップをして600Ｗで3～5分
加熱し、火を通す。
③鍋にサラダ油を熱し、鶏肉を中火で炒める。
④肉に火が通ったら、さつまいも、長ネギを加えてさっと炒める。
⑤Aを入れてよく混ぜたら、ふたをして、弱火で蒸し焼きにする。
⑥ネギがしんなりしたら完成♪

A

A

　出
雲
市
多
久
谷
町
で
西
条
柿
を
栽
培
す
る

藤
間
正
史
さ
ん
は
、
令
和
元
年
に
大
阪
か
ら

I
タ
ー
ン
で
就
農
し
ま
し
た
。
以
前
は
潜
水

士
（
土
木
作
業
）
と
し
て
全
国
各
地
で
働
い

て
い
ま
し
た
が
、
家
族
と
の
時
間
を
大
切
に

し
た
い
と
思
い
、
転
職
を
考
え
て
い
た
と
き

に
、
以
前
か
ら
手
伝
い
を
し
て
い
た
実
家
の

柿
栽
培
を
J
A
か
ら
勧
め
ら
れ
、
周
り
に
相

談
が
で
き
る
環
境
が
整
っ
て
い
る
こ
と
が
就

農
の
決
め
手
で
し
た
。

専
業
農
家
と
し
て

　
本
格
的
に
栽
培
を
始
め
る
に
あ
た
り
平

成
29
年
か
ら
地
元
の
柿
農
家
で
研
修
を
開

始
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
出
雲
市
の
ア
グ

リ
ビ
ジ
ネ
ス
ス
ク
ー
ル
を
受
講
し
栽
培
技

術
の
向
上
に
努
め
ま
し
た
。

　
新
た
な
技
術
な
ど
を
試
す
実
証
園
を
設

置
し
、
毎
年
異
な
る
環
境
下
で
も
安
定
し

た
栽
培
が
で
き
る
よ
う
に
デ
ー
タ
の
収
集

を
し
て
い
る
他
、
一
か
ら
栽
培
を
勉
強
す

る
為
に
2
ア
ー
ル
の
畑
に
柿
の
苗
を
今
年

新
植
し
ま
し
た
。
ま
た
、
農
作
業
時
の
安

全
を
第
一
に
事
故
を
起
こ
さ
な
い
事
を
心

が
け
て
い
ま
す
。

安
定
し
た
経
営
を
目
指
し
て

　「
毎
年
計
画
通
り
の
収
穫
が
で
き
た
と
き

が
嬉
し
い
。
西
条
柿
は
生
果
で
も
干
柿
に

し
て
も
美
味
し
い
の
で
皆
さ
ん
に
ぜ
ひ
食

べ
て
ほ
し
い
」
と
話
す
藤
間
さ
ん
。「
現
在
、

農
繁
期
は
手
伝
い
を
し
て
も
ら
い
な
が
ら

夫
婦
二
人
で
栽
培
し
て
い
ま
す
が
、
今
後

は
栽
培
面
積
を
拡
大
し
て
い
き
、
安
定
し

た
経
営
を
目
指
し
つ
つ
も
高
品
質
の
西
条

柿
を
出
荷
し
た
い
」
と
強
く
意
気
込
み
を

語
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

栽
培
規
模

西
条
柿

　2.5
ヘ
ク
タ
ー
ル

農家にSPOTわいわいIZUMO

「ひらたの柿」直売所
オープン！

営業期間
12 月中旬まで

営業時間
10：00 ～16：00

　今年も10月8日に平田集荷所内で直売所がオープ
ンしました！西条柿、伊豆柿、柿アイス、干し柿
（10月下旬～）、富有柿（11月上旬～）、加工品など
多数取り揃えています。おいしい「ひらたの柿」を
ぜひご賞味くださいませ。

ひらたの柿直売所　TEL・FAX：0853-62-2960 まで
お問い合わせは
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9
月
2
日
、
東
部
ブ
ロ
ッ
ク
や
す

ら
ぎ
会
は
、
島
根
県
高
齢
者
福
祉
課

地
域
包
括
ケ
ア
推
進
室
の
加
藤
幸
介

さ
ん
を
講
師
に
迎
え
、
地
域
包
括
ケ

ア
シ
ス
テ
ム
に
お
け
る
「
地
域
の
た

す
け
あ
い
活
動
」
と
は
〜
他
地
域
の

活
動
か
ら
学
ぼ
う
〜
と
題
し
た
研
修

会
を
開
催
し
ま
し
た
。
当
日
は
同
会

の
会
員
22
名
が
参
加
し
、
研
修
会
で

は
、
島
根
県
に
お
い
て
増
加
し
て
い

る
高
齢
単
身
世
帯
を
地
域
と
し
て

「
し
た
い
こ
と
」「
今
で
き
て
い
る
こ

と
」
を
続
け
ら
れ
る
よ
う
に
支
援
す

る
こ
と
や
、
参
加
と
協
働
で
多
様
な

価
値
観
を
持
つ
住
民
を
取
り
込
む
環

境
づ
く
り
の
重
要
性
を
学
び
ま
し
た
。

ま
た
、
他
地
域
の
取
り
組
み
に
つ
い

て
映
像
で
学
習
を
し
ま
し
た
。
参
加

者
か
ら
は
「
こ
れ
か
ら
は
地
域
全
体

で
高
齢
者
を
支
え
て
い
く
仕
組
み
作

り
が
重
要
に
な
っ
て
い
く
事
を
知
り
、

コ
ロ
ナ
禍
で
な
か
な
か
活
動
が
出
来

な
い
状
況
で
は
あ
る
が
今
出
来
る
こ

と
を
続
け
て
い
き
た
い
」
と
感
想
が

上
が
り
ま
し
た
。

　
Ｊ
Ａ
し
ま
ね
出
雲
地
区
本
部
は
9

月
13
日
、
今
年
度
の
高
齢
者
対
策

リ
ー
ダ
ー
養
成
研
修
会
の
修
了
式
を

開
き
、
修
了
者
８
人
に
修
了
証
書
が

授
与
さ
れ
、
内
3
名
は
「
Ｊ
Ａ
し
ま

ね
出
雲
や
す
ら
ぎ
会
」
の
新
た
な
会

員
と
し
て
、
地
域
の
助
け
合
い
を
軸

と
し
た
高
齢
者
福
祉
活
動
に
取
り
組

ん
で
い
き
ま
す
。
研
修
会
は
8
月
か

ら
9
月
に
か
け
て
３
回
開
か
れ
、
同

会
の
会
員
も
含
め
12
人
が
受
講
し
ま

し
た
。

　
研
修
会
は
Ｊ
Ａ
の
高
齢
者
福
祉
活

動
を
進
め
る
た
め
の
基
礎
的
な
知
識
・

技
術
の
習
得
を
目
的
と
し
た
も
の
で
、

平
成
27
年
か
ら
同
地
区
本
部
独
自
の

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
で
実
施
し
て
お
り
、

今
年
度
は
高
齢
者
疑
似
体
験
や
車
椅

子
体
験
、
救
命
救
急
講
習
な
ど
を
行

い
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
基
礎
知
識
や

高
齢
者
と
の
接
し
方
な
ど
を
学
び
ま

し
た
。

　
同
地
区
本
部
の
珍
部
誠
本
部
長
は

修
了
式
で
「
今
後
は
そ
れ
ぞ
れ
の
地

域
に
お
い
て
助
け
合
い
の
活
動
へ
の

協
力
を
お
願
い
す
る
と
と
も
に
活
躍

を
祈
り
ま
す
」
と
話
し
ま
し
た
。

活
動
紹
介

地
域
包
括
ケ
ア
に
つ
い
て
学
ぶ

東
部
ブ
ロ
ッ
ク
や
す
ら
ぎ
会

　
第
６
期
い
ず
も
Ｊ
Ａ
女
子
大
学
は
、

９
月
７
日
に
卒
業
式
を
迎
え
、
女
子
大

生
24
名
が
卒
業
し
ま
し
た
。
今
期
は
、

当
初
２
年
間
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
が
、
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
の
影
響
に

よ
り
半
年
延
長
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

卒
業
式
で
は
、
小
林
会
里
さ
ん
が
卒
業

生
を
代
表
し
て
Ｊ
Ａ
し
ま
ね
出
雲
地
区

本
部
倉
橋
光
浩
統
括
部
長
か
ら
卒
業
証

書
を
受
け
取
り
ま
し
た
。

　
卒
業
式
に
あ
た
り
、
倉
橋
統
括
部

長
が
「
こ
の
女
子
大
学
で
学
ば
れ
た

こ
と
を
活
か
し
、
地
域
ま
た
は
女
性

の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
、
卒
業
さ
れ
た

あ
と
も
是
非
、Ｊ
Ａ
の
各
事
業
に
新
し

い
風
を
吹
か
せ
、Ｊ
Ａ
し
ま
ね
の
中
核

を
担
っ
て
い
た
だ
き
た
い
」
と
式
辞

を
述
べ
、
同
Ｊ
Ａ
出
雲
女
性
部
高
野

智
子
部
長
は
「
こ
の
女
子
大
学
で
の

経
験
、
人
と
の
つ
な
が
り
を
大
切
に

し
て
、
こ
れ
か
ら
は
出
雲
女
性
部
の

一
員
と
し
て
、
一
緒
に
こ
の
出
雲
を

盛
り
上
げ
て
い
き
ま
し
ょ
う
」
と
祝

辞
を
述
べ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
卒
業
記
念
講
演
と
し
て
、
株

式
会
社
G
i
v
e
s
e
e
d
の
写
心
家

（
写
真
を
通
し
て
、
目
の
前
の
人
を
幸

せ
に
す
る
）
大
塚
健
一
朗
さ
ん
を
講
師

に
迎
え
、
写
心
家
と
し
て
の
道
の
り
、

ま
た
夢
を
叶
え
る
た
め
に
自
分
が
ど

う
あ
る
べ
き
か
を
女
子
大
生
へ
伝
え

ま
し
た
。

　
ま
た
講
演
終
了
後
に
、
出
雲
女
性

部
は
卒
業
す
る
女
子
大
生
へ
手
作
り

の
お
弁
当
を
お
く
り
ま
し
た
。

　
女
子
大
生
か
ら
は
、「
夢
を
叶
え
る

た
め
、
次
の
ス
テ
ッ
プ
へ
進
む
た
め

の
女
子
大
だ
っ
た
」「
講
演
を
聞
い
て
、

私
も
人
を
幸
せ
に
す
る
仕
事
を
し
て

い
き
た
い
」
と
感
想
が
あ
が
り
ま
し
た
。

　
笑
に
ょ
ば
会
は
平
成
24
年
か
ら
活

動
を
始
め
、毎
月
第
3
水
曜
日
に
神
西

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
の
実
習
室

を
拠
点
に
活
動
し
て
い
ま
す
。当
初

は
8
名
で
活
動
し
て
い
ま
し
た
が
、部

員
同
士
の
交
流
を
重
ね
、現
在
部
員
は

20
名
ま
で
増
え
ま
し
た
。
サ
ー
ク
ル

の
名
前
は
、
と
に
か
く
笑
い
の
絶
え

な
い
楽
し
い
会
に
す
る
た
め「
笑

に
ょ
ば
会
」に
決
め
ま
し
た
。

　
主
な
活
動
は
手
づ
く
り
う
ど
ん
を

は
じ
め
、
家
の
光
記
事
を
活
用
し
た

ど
の
家
庭
に
も
あ
る
食
材
や
調
味
料

を
使
っ
た
一

品
料
理
を
作

り
、
部
員
同

士
の
交
流
を

深
め
て
い
ま

す
。
手
打
ち

の
う
ど
ん
は

本
場
の
香
川

県
ま
で
研
修

に
行
き
ま
し

た
。ま
た
、コ

　う
ど
ん
作
り
は
そ
の
日
の
気

温
や
季
節
に
よ
っ
て
仕
上
が
り

が
変
わ
っ
て
く
る
の
で
面
白
い

で
す
。
自
分
で
打
っ
た
う
ど
ん
を

家
族
が
お
い
し
そ
う
に
食
べ
る

姿
を
見
る
と
、
や
り
が
い
と
喜
び

を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
、
達
成
感

が
味
わ
え
ま
す
よ
♪

布
野
代
表
の
ひ
と
言

高
齢
者
対
策

リ
ー
ダ
ー
養
成
研
修
会

3
人
が「
や
す
ら
ぎ
会
」に

加
入

活
動
紹
介

代
表  

布
野 

富
枝 

さ
ん

ロ
ナ
禍
以
前

は
地
元
の
幼

稚
園
や
ス

ポ
ー
ツ
少
年

団
と
う
ど
ん

を
通
し
て
交

流
会
の
開
催

や
、
地
域
の

高
齢
者
の
方
へ
手
作
り
う
ど
ん
の
プ

レ
ゼ
ン
ト
を
し
て
皆
さ
ん
に
喜
ば
れ

て
い
ま
し
た
。

　
現
在
は
交
流
会
な
ど
飲
食
を
伴
う

大
人
数
で
の
活
動
は
自
粛
し
て
い
ま

す
が
、
状
況
が
落
ち
着
い
た
ら
地
域

全
体
で
若
い
世
代
と
の
交
流
会
を
計

画
し
て
い
ま
す
。

　
今
後
は
、
う
ど
ん
作
り
教
室
を
参

加
し
や
す
い
土
日
で
も
開
催
し
、
笑

に
ょ
ば
会
の
活
動
や
手
打
ち
う
ど
ん

の
楽
し
さ
を
知
っ
て
も
ら
い
、
次
世

代
へ
手
づ
く
り
の
味
の
良
さ
を
伝
え

て
い
き
た
い
で
す
。

グ
ル
ー
プ
紹
介

J
A
い
ず
も
女
性
部

   
神
西
支
部「
笑
に
ょ
ば
会
」

祝辞を述べる高野部長

車椅子での買い物を体験する受講生

疑似体験セットをつけて色覚の変化を体験

映像で他地域の事例を学んだ

できる事を隣同士で話し合った

女性部員の手作りのお弁当を
受け取る卒業生

第
６
期 

い
ず
も
Ｊ
Ａ
　

　
　
女
子
大
学 

卒
業
式

いずも
JA

女
子
大
通
信

やすらぎ会活動レポート 女性部活動レポート
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9
月
2
日
、
東
部
ブ
ロ
ッ
ク
や
す

ら
ぎ
会
は
、
島
根
県
高
齢
者
福
祉
課

地
域
包
括
ケ
ア
推
進
室
の
加
藤
幸
介

さ
ん
を
講
師
に
迎
え
、
地
域
包
括
ケ

ア
シ
ス
テ
ム
に
お
け
る
「
地
域
の
た

す
け
あ
い
活
動
」
と
は
〜
他
地
域
の

活
動
か
ら
学
ぼ
う
〜
と
題
し
た
研
修

会
を
開
催
し
ま
し
た
。
当
日
は
同
会

の
会
員
22
名
が
参
加
し
、
研
修
会
で

は
、
島
根
県
に
お
い
て
増
加
し
て
い

る
高
齢
単
身
世
帯
を
地
域
と
し
て

「
し
た
い
こ
と
」「
今
で
き
て
い
る
こ

と
」
を
続
け
ら
れ
る
よ
う
に
支
援
す

る
こ
と
や
、
参
加
と
協
働
で
多
様
な

価
値
観
を
持
つ
住
民
を
取
り
込
む
環

境
づ
く
り
の
重
要
性
を
学
び
ま
し
た
。

ま
た
、
他
地
域
の
取
り
組
み
に
つ
い

て
映
像
で
学
習
を
し
ま
し
た
。
参
加

者
か
ら
は
「
こ
れ
か
ら
は
地
域
全
体

で
高
齢
者
を
支
え
て
い
く
仕
組
み
作

り
が
重
要
に
な
っ
て
い
く
事
を
知
り
、

コ
ロ
ナ
禍
で
な
か
な
か
活
動
が
出
来

な
い
状
況
で
は
あ
る
が
今
出
来
る
こ

と
を
続
け
て
い
き
た
い
」
と
感
想
が

上
が
り
ま
し
た
。

　
Ｊ
Ａ
し
ま
ね
出
雲
地
区
本
部
は
9

月
13
日
、
今
年
度
の
高
齢
者
対
策

リ
ー
ダ
ー
養
成
研
修
会
の
修
了
式
を

開
き
、
修
了
者
８
人
に
修
了
証
書
が

授
与
さ
れ
、
内
3
名
は
「
Ｊ
Ａ
し
ま

ね
出
雲
や
す
ら
ぎ
会
」
の
新
た
な
会

員
と
し
て
、
地
域
の
助
け
合
い
を
軸

と
し
た
高
齢
者
福
祉
活
動
に
取
り
組

ん
で
い
き
ま
す
。
研
修
会
は
8
月
か

ら
9
月
に
か
け
て
３
回
開
か
れ
、
同

会
の
会
員
も
含
め
12
人
が
受
講
し
ま

し
た
。

　
研
修
会
は
Ｊ
Ａ
の
高
齢
者
福
祉
活

動
を
進
め
る
た
め
の
基
礎
的
な
知
識
・

技
術
の
習
得
を
目
的
と
し
た
も
の
で
、

平
成
27
年
か
ら
同
地
区
本
部
独
自
の

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
で
実
施
し
て
お
り
、

今
年
度
は
高
齢
者
疑
似
体
験
や
車
椅

子
体
験
、
救
命
救
急
講
習
な
ど
を
行

い
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
基
礎
知
識
や

高
齢
者
と
の
接
し
方
な
ど
を
学
び
ま

し
た
。

　
同
地
区
本
部
の
珍
部
誠
本
部
長
は

修
了
式
で
「
今
後
は
そ
れ
ぞ
れ
の
地

域
に
お
い
て
助
け
合
い
の
活
動
へ
の

協
力
を
お
願
い
す
る
と
と
も
に
活
躍

を
祈
り
ま
す
」
と
話
し
ま
し
た
。

活
動
紹
介

地
域
包
括
ケ
ア
に
つ
い
て
学
ぶ

東
部
ブ
ロ
ッ
ク
や
す
ら
ぎ
会

　
第
６
期
い
ず
も
Ｊ
Ａ
女
子
大
学
は
、

９
月
７
日
に
卒
業
式
を
迎
え
、
女
子
大

生
24
名
が
卒
業
し
ま
し
た
。
今
期
は
、

当
初
２
年
間
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
が
、
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
の
影
響
に

よ
り
半
年
延
長
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

卒
業
式
で
は
、
小
林
会
里
さ
ん
が
卒
業

生
を
代
表
し
て
Ｊ
Ａ
し
ま
ね
出
雲
地
区

本
部
倉
橋
光
浩
統
括
部
長
か
ら
卒
業
証

書
を
受
け
取
り
ま
し
た
。

　
卒
業
式
に
あ
た
り
、
倉
橋
統
括
部

長
が
「
こ
の
女
子
大
学
で
学
ば
れ
た

こ
と
を
活
か
し
、
地
域
ま
た
は
女
性

の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
、
卒
業
さ
れ
た

あ
と
も
是
非
、Ｊ
Ａ
の
各
事
業
に
新
し

い
風
を
吹
か
せ
、Ｊ
Ａ
し
ま
ね
の
中
核

を
担
っ
て
い
た
だ
き
た
い
」
と
式
辞

を
述
べ
、
同
Ｊ
Ａ
出
雲
女
性
部
高
野

智
子
部
長
は
「
こ
の
女
子
大
学
で
の

経
験
、
人
と
の
つ
な
が
り
を
大
切
に

し
て
、
こ
れ
か
ら
は
出
雲
女
性
部
の

一
員
と
し
て
、
一
緒
に
こ
の
出
雲
を

盛
り
上
げ
て
い
き
ま
し
ょ
う
」
と
祝

辞
を
述
べ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
卒
業
記
念
講
演
と
し
て
、
株

式
会
社
G
i
v
e
s
e
e
d
の
写
心
家

（
写
真
を
通
し
て
、
目
の
前
の
人
を
幸

せ
に
す
る
）
大
塚
健
一
朗
さ
ん
を
講
師

に
迎
え
、
写
心
家
と
し
て
の
道
の
り
、

ま
た
夢
を
叶
え
る
た
め
に
自
分
が
ど

う
あ
る
べ
き
か
を
女
子
大
生
へ
伝
え

ま
し
た
。

　
ま
た
講
演
終
了
後
に
、
出
雲
女
性

部
は
卒
業
す
る
女
子
大
生
へ
手
作
り

の
お
弁
当
を
お
く
り
ま
し
た
。

　
女
子
大
生
か
ら
は
、「
夢
を
叶
え
る

た
め
、
次
の
ス
テ
ッ
プ
へ
進
む
た
め

の
女
子
大
だ
っ
た
」「
講
演
を
聞
い
て
、

私
も
人
を
幸
せ
に
す
る
仕
事
を
し
て

い
き
た
い
」
と
感
想
が
あ
が
り
ま
し
た
。

　
笑
に
ょ
ば
会
は
平
成
24
年
か
ら
活

動
を
始
め
、毎
月
第
3
水
曜
日
に
神
西

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
の
実
習
室

を
拠
点
に
活
動
し
て
い
ま
す
。当
初

は
8
名
で
活
動
し
て
い
ま
し
た
が
、部

員
同
士
の
交
流
を
重
ね
、現
在
部
員
は

20
名
ま
で
増
え
ま
し
た
。
サ
ー
ク
ル

の
名
前
は
、
と
に
か
く
笑
い
の
絶
え

な
い
楽
し
い
会
に
す
る
た
め「
笑

に
ょ
ば
会
」に
決
め
ま
し
た
。

　
主
な
活
動
は
手
づ
く
り
う
ど
ん
を

は
じ
め
、
家
の
光
記
事
を
活
用
し
た

ど
の
家
庭
に
も
あ
る
食
材
や
調
味
料

を
使
っ
た
一

品
料
理
を
作

り
、
部
員
同

士
の
交
流
を

深
め
て
い
ま

す
。
手
打
ち

の
う
ど
ん
は

本
場
の
香
川

県
ま
で
研
修

に
行
き
ま
し

た
。ま
た
、コ

　う
ど
ん
作
り
は
そ
の
日
の
気

温
や
季
節
に
よ
っ
て
仕
上
が
り

が
変
わ
っ
て
く
る
の
で
面
白
い

で
す
。
自
分
で
打
っ
た
う
ど
ん
を

家
族
が
お
い
し
そ
う
に
食
べ
る

姿
を
見
る
と
、
や
り
が
い
と
喜
び

を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
、
達
成
感

が
味
わ
え
ま
す
よ
♪

布
野
代
表
の
ひ
と
言

高
齢
者
対
策

リ
ー
ダ
ー
養
成
研
修
会

3
人
が「
や
す
ら
ぎ
会
」に

加
入

活
動
紹
介

代
表  

布
野 

富
枝 

さ
ん

ロ
ナ
禍
以
前

は
地
元
の
幼

稚
園
や
ス

ポ
ー
ツ
少
年

団
と
う
ど
ん

を
通
し
て
交

流
会
の
開
催

や
、
地
域
の

高
齢
者
の
方
へ
手
作
り
う
ど
ん
の
プ

レ
ゼ
ン
ト
を
し
て
皆
さ
ん
に
喜
ば
れ

て
い
ま
し
た
。

　
現
在
は
交
流
会
な
ど
飲
食
を
伴
う

大
人
数
で
の
活
動
は
自
粛
し
て
い
ま

す
が
、
状
況
が
落
ち
着
い
た
ら
地
域

全
体
で
若
い
世
代
と
の
交
流
会
を
計

画
し
て
い
ま
す
。

　
今
後
は
、
う
ど
ん
作
り
教
室
を
参

加
し
や
す
い
土
日
で
も
開
催
し
、
笑

に
ょ
ば
会
の
活
動
や
手
打
ち
う
ど
ん

の
楽
し
さ
を
知
っ
て
も
ら
い
、
次
世

代
へ
手
づ
く
り
の
味
の
良
さ
を
伝
え

て
い
き
た
い
で
す
。

グ
ル
ー
プ
紹
介

J
A
い
ず
も
女
性
部

   

神
西
支
部「
笑
に
ょ
ば
会
」

祝辞を述べる高野部長

車椅子での買い物を体験する受講生

疑似体験セットをつけて色覚の変化を体験

映像で他地域の事例を学んだ

できる事を隣同士で話し合った

女性部員の手作りのお弁当を
受け取る卒業生

第
６
期 

い
ず
も
Ｊ
Ａ
　

　
　
女
子
大
学 

卒
業
式

いずも
JA

女
子
大
通
信

やすらぎ会活動レポート 女性部活動レポート
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いずも食
材の日

ご供養料

受付日時 11月19日（土）
午前10時～12時

出雲市平野町491-1
（出雲ドーム北側）

メモリア弥山

一家族 1,000円

0853-23-3331

人形受付後
粗品進呈
人形受付後
粗品進呈ご供養は、人形本体のみに限ります。ケースや台座等付属

品、「ぬいぐるみ」はお受けできません。人形は当日13時
からのご供養後、丁寧にお見送りさせていただきます。

担当
石飛（ ）

※今回は人形のみの受付とし、ご来場者の
供養祭参列は行いません。

　ＪＡしまね出雲地区本部管内の農業青年で組織する「ＪＡしまね出雲青年連盟」で、農業
の大切さ、収穫への感謝のこころを実体験して頂くため、「神門梨収穫体験」を企画しました。
　楽しく、にぎやかに「農」を体感して頂けるイベントとなっておりますので、お子さまを中
心にご家族お揃いでお出かけ下さいますよう、ご案内致します。

※新型コロナウイルス感染予防のため、当日の朝は
各自検温をお願いします。
　状況によって、変更・中止となる場合がございます
のでご了承ください。

日　時 令和4年１１月18日(金)
１０：００～

会　場 ラピタ２階
ふれあいの家出雲　縁

参加費 ５００円（衛生管理費含む）

持ち物 エプロン・マスク

定　員 １２名
（定員になり次第締め切ります）

JAしまね出雲地区本部　ふれあい福祉課　TEL21-6013お申し込み先

ブロッコリー
参加者募集のお知らせ

参加者募集のお知らせ

を使った料理教室

ＪＡしまね出雲青年連盟企画

10月28日（金）までに、
下の申込書にご記入の上、
電話またはFAXでお申込み下さい。

※FAXでお申込みの場合は、大変お手数ですが、
電話で確認くださいますようお願い致します。

お申込み
受付時間： 平日 8：30～17：00

令和4年11月26日（土）
午前8時30分～11時まで
（収穫は30分程度）

開催
日時

※お好きな時間にお越し下さい。

参加人数【神門梨収穫体験(あたご９㎏相当)】

〒（　　　ー　　　　） 大人 人

小人（中学生以下） 人

フリガナ
ご 氏 名

住 所

電話番号

ＪＡしまね出雲地区本部営農部営農企画課（青年連盟事務局） TEL 0853-21-6041
FAX 0853-21-6075

ＪＡしまね出雲青年連盟　親子で神門梨収穫体験　参加申込書

※梨9㎏相当（品種は、甘くておいしい　　
ジャンボ梨の「あたご」となります）
※出雲青年連盟から参加費助成をしており、
通常価格より割安で、お得に楽しめます。

参加費 2,000円／家族

出雲市下古志町
（神門梨圃場）

開催
場所

※場所等は後日、
　案内を送付致します。

20家族募集
人数 ●初めて参加されるご家族優先

の上、先着順とさせて頂きます
●中学生以下の子どもがいる家
族に限らせて頂きます

親子で神門梨収穫体験 参加者募集について！親子で神門梨収穫体験 参加者募集について！

開催日 2022年11月19日 土
場 所 JAしまね出雲地区本部 特設会場

スローガン JAいずもマルシェ ～地産地消プロジェクト～

お知らせ

　今年はラピタ本店のリニューアルに併せ JA しまね出雲地区本部農業まつりを開催い
たします。なお、例年10月の定例外勤日にお配りしておりますチラシについては、支
店への据置き、HPへの掲載、ならびに新聞折込でのお知らせに変更させていただきます。
　皆様のご来場をお待ちしております。
コロナウィルス感染拡大により中止になる可能性もあります。

ステージイベント キッチンカー
フリーマーケット 展　示

メニュー
● 豚肉ときのこの塩麴パスタ
● ハンバーグ
● ブロッコリーとタコのマリネ
● アーモンド和え

3年
ぶりに 農業まつりを開催します！農業まつりを開催します！

緊急連絡先

IZUMO InformationIZUMO Information
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みんなの広場みんなの広場

ご予約・お問い合わせは　河南営農センター　☎（0853）43-7007まで
※受付は月曜日から金曜日（祝日を除く）8：30から17：00までとなっております。

11月3日（木）まで（10：00～16：00）
一区画3,000円（税込）　
●一区画10キログラム以上収穫できます
持ち帰り用の袋（道具は準備いたします）

※詳しくはご予約時にご確認ください

※平日来園時は必ずご予約ください（土日祝は予約なしの来園可）

どんとこい市場
日本海

神西湖

KBツヅキ

役場

郵便局

ラピタ
湖陵店

観光いも
掘り農園

くにび
き海岸

道路

9

●
秋
に
な
り
果
物
や
野
菜
類
が
お
い

し
く
な
り
ま
し
た
。
梨
に
リ
ン
ゴ
に

ぶ
ど
う
、
栗
や
さ
つ
ま
芋
。
お
菓
子

作
り
の
材
料
が
満
載
。
サ
ン
マ
も
出

始
め
ま
し
た
。
美
味
し
い
秋
見
つ
け

た
！
で
す
。（

灘
分
町
　
Ｆ
・
Ｈ
さ
ん
）

J
A
…
朝
晩
が
過
ご
し
や
す
い
を
通

り
越
し
て
寒
く
な
っ
て
き
ま
し
た
ね
。

実
り
の
秋
！
食
欲
の
秋
！
美
味
し

い
も
の
を
た
く
さ
ん
見
つ
け
て
旬

を
味
わ
っ
て
い
き
た
い
で
す
ね
。

た
く
さ
ん
食
べ
た
後
は
し
っ
か
り

動
い
て
カ
ロ
リ
ー
の
消
費
も
忘
れ

ず
に
!!
で
す
ね
。

●
イ
チ
ジ
ク
が
旬
を
迎
え
て
い
ま
す

ね
。
我
が
家
に
も
イ
チ
ジ
ク
の
木
が

あ
り
、
昨
年
か
ら
実
を
つ
け
始
め
ま

し
た
が
虫
の
餌
に
な
っ
て
し
ま
い
自

分
の
口
に
は
な
か
な
か
入
り
ま
せ
ん
。

ど
う
し
た
も
の
か
困
っ
て
い
ま
す
。

（
大
社
町
　
K
・
M
さ
ん
）

J
A
…
昆
虫
や
鳥
な
ど
は
食
べ
ご
ろ

ば
か
り
を
狙
っ
て
く
る
の
は
不
思
議

で
す
よ
ね
。
せ
っ
か
く
実
を
つ
け
て

も
収
穫
前
に
食
べ
ら
れ
て
し
ま
う
の

は
残
念
で
す
。
虫
は
過
熟
な
果
実
か

ら
出
る
独
特
な
に
お
い
に
寄
っ
て
き

ま
す
。
い
ち
じ
く
は
口
が
開
い
た
時

が
収
穫
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
す
。
予
防

策
に
つ
い
て
は
営
農
セ
ン
タ
ー
へ
ご

相
談
く
だ
さ
い
ね
。

●
梨
を
い
た
だ
い
た
の
で
「
旬
レ
シ

ピ
」
を
見
て
梨
ケ
ー
キ
を
作
っ
て
み

ま
し
た
。
材
料
を
混
ぜ
合
わ
せ
て
炊

飯
器
に
入
れ
る
だ
け
な
の
で
と
て
も

簡
単
で
し
た
♡
こ
ど
も
達
も
喜
ん
で

大
人
は
紅
茶
と
一
緒
に
美
味
し
く
い

た
だ
き
ま
し
た
。

（
築
山
新
町
　
N
・
H
さ
ん
）

J
A
…
「
旬
レ
シ
ピ
」
を
活
用
し
て

い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

簡
単
に
調
理
で
き
て
子
ど
も
さ
ん
た

ち
が
喜
ぶ
姿
を
見
る
の
は
嬉
し
い
で

す
よ
ね
。
紅
茶
と
ケ
ー
キ
で
素
敵
な

午
後
の
一
息
に
な
っ
て
も
ら
え
た
ら

幸
い
で
す
。

●（
大
社
町
北
荒
木
　
園
山
茂
子
さ
ん
）

J
A
…
す
て
き
な
ザ
ク
ロ
の
絵
手
紙

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
み
ず
み

ず
し
さ
が
伝
わ
っ
て
き
ま
す
ね
。
ザ

ク
ロ
の
甘
酸
っ

ぱ
さ
を
久
々
に

味
わ
い
た
く

な
り
ま
し
た
。

お問い合わせ先 出雲保健所健康増進課　TEL ２１－８７８５

健康ライフかわら版健康ライフかわら版

〒693-8585
出雲市今市町106番地1
JAしまね出雲地区本部内

「広報誌JAしまねびより」編集係 宛

あ
て
先

izumokouhou.izm@ja-shimane.gr.jp
メールでの投稿も大歓迎！

読者のみなさんからの投稿コーナーです。
最近あった「楽しかったこと」「最近思うこ
と」「感動したこと」…ぜひお聞かせくださ
い。写真や絵手紙・イラストも大募集！！

輝
け！
いずもスマイル

　2人に1人はがんになる時代と言われており、
島根県では、男性は40歳代頃、女性は20歳代
頃からがんにかかる人が徐々に増加しています。
　自覚症状がないから「自分は大丈夫」と思っ
ていませんか？早期のがんを見つけ、早い段
階で治療し、がんによる死亡を減らすことが、
がん検診の役割です。
　愛する家族のためにも、定期的にがん検診を
受けましょう！

　検診によって対象年齢が決まっていますが、職場の検
診や人間ドックなどで受診する機会があります。
　市町村では、住民検診として、有効性が確立さ
れた5つのがん検診（肺がん、胃がん、大腸がん、
乳がん、子宮頸がん）を実施していますので、
市町村のがん検診も活用しましょう！

コロナでも 変わらぬ習慣 がん検診

事
業
所
で
働
い
て
い
る

事業所が
がん検診
を行って
いる

事業所で
受診しま
しょう

市
町
村
窓
口
で
相
談
を

いいえ

いいえ

はい はい

働いている皆さんががん検診を受けるには？
【出典】島根県のがん登録H30（2018）年集計 診断時年齢

罹
患
率
：
人
口
10
万
対

【性別・年齢階級別がん罹患率（島根県）】

15-19 20-24 25-29 30-34 35-39 40-44 45-49 50-54 55-59 60-64 65-69 70-74 75-79 80-84 85-

男性(上皮内がんを除く)

女性(上皮内がんを除く)

男性(上皮内がんを含む)

女性(上皮内がんを含む)
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西浜いも 観光いもほり農園
開催期間
入 園 料

持 参 品

開催中！
アクセス

出雲市渡橋町

嘉田　礼司さん （53歳）
か　だ　　 れい  じ

　嘉田礼司さんは、今年の4月に会社員を卒業し、7月からキッ
チンカーでカレーの移動販売を始め、主に企業や学校を中心
に販売しています。メニューをカレーに決めたのは、会社員時
代に出張先の大阪で出会ったカレーの味に一目ぼれし、出雲
でもこの味をたくさんの人に知ってほしいと思ったことがきっか
けでした。「休日は、趣味のドライブも兼ねて季節の食材を探
しに夢中で、カレーへのこだわり、情熱は誰にも負けません」
と話す嘉田さん。

　「お客さんから美味しいと言っていただくことが一番の喜びです。今ま
で会ったことがない人とたくさん出会えるので、一期一会を大切にしてい
きたいです。今は HP や SNS での告知はしていませんが、各所で見か
けたときにはこだわりのカレーを提供させていただきますのでお立ち寄り
くださいね」とメッセージをいただきました。

カレーで笑顔の輪を
広げたい
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みんなの広場みんなの広場

ご予約・お問い合わせは　河南営農センター　☎（0853）43-7007まで
※受付は月曜日から金曜日（祝日を除く）8：30から17：00までとなっております。

11月3日（木）まで（10：00～16：00）
一区画3,000円（税込）　
●一区画10キログラム以上収穫できます
持ち帰り用の袋（道具は準備いたします）

※詳しくはご予約時にご確認ください

※平日来園時は必ずご予約ください（土日祝は予約なしの来園可）
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●
秋
に
な
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果
物
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野
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し
く
な
り
ま
し
た
。
梨
に
リ
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ゴ
に

ぶ
ど
う
、
栗
や
さ
つ
ま
芋
。
お
菓
子

作
り
の
材
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満
載
。
サ
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出

始
め
ま
し
た
。
美
味
し
い
秋
見
つ
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！
で
す
。（
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朝
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や
す
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を
通
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越
し
て
寒
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っ
て
き
ま
し
た
ね
。

実
り
の
秋
！
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欲
の
秋
！
美
味
し

い
も
の
を
た
く
さ
ん
見
つ
け
て
旬

を
味
わ
っ
て
い
き
た
い
で
す
ね
。

た
く
さ
ん
食
べ
た
後
は
し
っ
か
り

動
い
て
カ
ロ
リ
ー
の
消
費
も
忘
れ

ず
に
!!
で
す
ね
。

●
イ
チ
ジ
ク
が
旬
を
迎
え
て
い
ま
す

ね
。
我
が
家
に
も
イ
チ
ジ
ク
の
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が

あ
り
、
昨
年
か
ら
実
を
つ
け
始
め
ま

し
た
が
虫
の
餌
に
な
っ
て
し
ま
い
自

分
の
口
に
は
な
か
な
か
入
り
ま
せ
ん
。

ど
う
し
た
も
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か
困
っ
て
い
ま
す
。
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町
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M
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）
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…
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や
鳥
な
ど
は
食
べ
ご
ろ

ば
か
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を
狙
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の
は
不
思
議

で
す
よ
ね
。
せ
っ
か
く
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を
つ
け
て

も
収
穫
前
に
食
べ
ら
れ
て
し
ま
う
の

は
残
念
で
す
。
虫
は
過
熟
な
果
実
か

ら
出
る
独
特
な
に
お
い
に
寄
っ
て
き

ま
す
。
い
ち
じ
く
は
口
が
開
い
た
時

が
収
穫
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
す
。
予
防

策
に
つ
い
て
は
営
農
セ
ン
タ
ー
へ
ご

相
談
く
だ
さ
い
ね
。

●
梨
を
い
た
だ
い
た
の
で
「
旬
レ
シ

ピ
」
を
見
て
梨
ケ
ー
キ
を
作
っ
て
み

ま
し
た
。
材
料
を
混
ぜ
合
わ
せ
て
炊

飯
器
に
入
れ
る
だ
け
な
の
で
と
て
も

簡
単
で
し
た
♡
こ
ど
も
達
も
喜
ん
で

大
人
は
紅
茶
と
一
緒
に
美
味
し
く
い

た
だ
き
ま
し
た
。

（
築
山
新
町
　
N
・
H
さ
ん
）

J
A
…
「
旬
レ
シ
ピ
」
を
活
用
し
て

い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

簡
単
に
調
理
で
き
て
子
ど
も
さ
ん
た

ち
が
喜
ぶ
姿
を
見
る
の
は
嬉
し
い
で

す
よ
ね
。
紅
茶
と
ケ
ー
キ
で
素
敵
な

午
後
の
一
息
に
な
っ
て
も
ら
え
た
ら

幸
い
で
す
。

●（
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社
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北
荒
木
　
園
山
茂
子
さ
ん
）

J
A
…
す
て
き
な
ザ
ク
ロ
の
絵
手
紙

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
み
ず
み

ず
し
さ
が
伝
わ
っ
て
き
ま
す
ね
。
ザ

ク
ロ
の
甘
酸
っ

ぱ
さ
を
久
々
に

味
わ
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た
く

な
り
ま
し
た
。

お問い合わせ先 出雲保健所健康増進課　TEL ２１－８７８５

健康ライフかわら版健康ライフかわら版

〒693-8585
出雲市今市町106番地1
JAしまね出雲地区本部内

「広報誌JAしまねびより」編集係 宛

あ
て
先

izumokouhou.izm@ja-shimane.gr.jp
メールでの投稿も大歓迎！

読者のみなさんからの投稿コーナーです。
最近あった「楽しかったこと」「最近思うこ
と」「感動したこと」…ぜひお聞かせくださ
い。写真や絵手紙・イラストも大募集！！

輝
け！
いずもスマイル

　2人に1人はがんになる時代と言われており、
島根県では、男性は40歳代頃、女性は20歳代
頃からがんにかかる人が徐々に増加しています。
　自覚症状がないから「自分は大丈夫」と思っ
ていませんか？早期のがんを見つけ、早い段
階で治療し、がんによる死亡を減らすことが、
がん検診の役割です。
　愛する家族のためにも、定期的にがん検診を
受けましょう！

　検診によって対象年齢が決まっていますが、職場の検
診や人間ドックなどで受診する機会があります。
　市町村では、住民検診として、有効性が確立さ
れた5つのがん検診（肺がん、胃がん、大腸がん、
乳がん、子宮頸がん）を実施していますので、
市町村のがん検診も活用しましょう！

コロナでも 変わらぬ習慣 がん検診

事
業
所
で
働
い
て
い
る

事業所が
がん検診
を行って
いる

事業所で
受診しま
しょう

市
町
村
窓
口
で
相
談
を

いいえ

いいえ

はい はい

働いている皆さんががん検診を受けるには？
【出典】島根県のがん登録H30（2018）年集計 診断時年齢

罹
患
率
：
人
口
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万
対

【性別・年齢階級別がん罹患率（島根県）】
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入 園 料

持 参 品

開催中！
アクセス

出雲市渡橋町

嘉田　礼司さん （53歳）
か　だ　　 れい  じ

　嘉田礼司さんは、今年の4月に会社員を卒業し、7月からキッ
チンカーでカレーの移動販売を始め、主に企業や学校を中心
に販売しています。メニューをカレーに決めたのは、会社員時
代に出張先の大阪で出会ったカレーの味に一目ぼれし、出雲
でもこの味をたくさんの人に知ってほしいと思ったことがきっか
けでした。「休日は、趣味のドライブも兼ねて季節の食材を探
しに夢中で、カレーへのこだわり、情熱は誰にも負けません」
と話す嘉田さん。

　「お客さんから美味しいと言っていただくことが一番の喜びです。今ま
で会ったことがない人とたくさん出会えるので、一期一会を大切にしてい
きたいです。今は HP や SNS での告知はしていませんが、各所で見か
けたときにはこだわりのカレーを提供させていただきますのでお立ち寄り
くださいね」とメッセージをいただきました。

カレーで笑顔の輪を
広げたい
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